
国
人
古
市
氏
の
馬
借
・
関
支
配
に
つ
い
て

ー
　
南
山
城
を
中
心
に
し
て
　
ー

は
　
じ
　
め
　
に

田

　

　

中

　

　

慶

治

（1）

大
和
の
最
有
力
国
人
で
あ
り
、
興
福
寺
衆
徒
で
あ
っ
た
古
市
氏
は
、
興
福
寺
衆
徒
と
し
て
は
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ

（2）

と
は
、
古
市
氏
が
春
日
若
宮
の
願
主
人
の
党
組
織
で
あ
る
「
六
党
」
の
い
ず
れ
に
も
所
属
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
新
興
勢
力
で

（3）

あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
古
市
氏
は
一
五
世
紀
半
ば
以
降
、
強
力
な
家
臣
団
編
成
を
進
め
、
戦
国
大
名
化
の
道
を
歩
み
は
じ
め
る
。
古
市
氏
の
成
長
を

経
済
的
に
支
え
た
の
は
、
古
市
氏
の
商
業
政
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
市
氏
権
力
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
商
業
政
策
に
ふ
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
古
市
氏
の
商
業
政
策
の
う
ち
、
馬
借
支
配
と
関
支
配
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
市
氏
の
馬
借
支
配
と
関
支
配
に
つ
い
て
は
、
従
来

（1）

か
ら
注
目
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
。
本
稿
も
覚
書
の
域
を
で
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
古

市
氏
の
馬
借
・
関
支
配
の
一
端
に
ふ
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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一
古
市
氏
・
経
覚
と
馬
借

本
節
で
は
ま
ず
、
古
市
氏
と
経
覚
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
つ
い
で
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
と
長
禄
元
年
（
二
四
五
七
）
の
二
度
の
馬
借

一
揆
を
検
討
し
、
古
市
氏
・
経
覚
と
馬
借
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
古
市
氏
と
経
覚

大
乗
院
門
跡
で
あ
っ
た
経
覚
は
、
九
条
経
数
の
子
と
し
て
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
誕
生
し
た
。
彼
は
大
乗
院
入
室
当
初
か
ら
、
興
福
寺
内

に
お
い
て
昇
進
・
待
遇
等
が
特
別
扱
い
を
さ
れ
る
貴
種
出
身
の
貴
族
僧
で
あ
っ
た
。
経
覚
は
応
永
一
四
年
（
一
四
〇
七
）
に
出
家
し
、
応
永
一
七

年
（
一
四
一
〇
）
に
大
乗
院
門
跡
、
応
永
三
三
年
（
一
四
三
一
）
に
興
福
寺
別
当
に
就
任
し
た
。
彼
は
そ
の
後
、
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
に
、

（5）

恐
怖
政
治
を
行
っ
た
こ
と
で
有
名
な
室
町
幕
府
六
代
将
軍
足
利
義
教
の
手
に
よ
り
大
乗
院
か
ら
追
放
さ
れ
る
。
経
覚
追
放
後
の
大
乗
院
門
跡
に
は
、

一
条
家
出
身
の
少
年
僧
の
尋
尊
が
入
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
の
恐
怖
政
治
の
結
果
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に
義
教
は
赤
松
満
祐
の
手
に
よ

り
暗
殺
さ
れ
る
。
こ
の
義
教
の
横
死
に
よ
り
経
覚
は
復
活
を
果
た
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
興
福
寺
に
と
り
ド
ル
箱
で
あ
っ
た
河
上
五
力
関
の
関
務
代
官
の
地
位
を
め
ぐ
り
、
大
和
の
有
力
国
人
で
あ
る
筒
井
順
永
・
成
身
院

光
宣
兄
弟
と
争
っ
て
い
た
古
市
氏
が
、
順
永
・
光
宣
兄
弟
と
の
争
い
に
破
れ
た
た
め
、
古
市
氏
に
推
戴
さ
れ
て
い
た
経
覚
は
、
文
安
二
年
（
一
四

四
五
）
九
月
に
再
び
大
乗
院
を
追
わ
れ
た
。
そ
の
後
経
覚
は
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
年
四
月
一
一
二
日
に
、
古
市
胤
仙
の
本
拠
地
で
あ
る
古
市
に

移
住
す
る
。
経
覚
は
こ
れ
よ
り
後
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
死
ま
で
、
実
に
二
七
年
間
を
古
市
迎
福
寺
で
す
ご
す
こ
と
に
な
る
。（6）

実
は
経
覚
の
古
市
移
住
は
、
経
覚
を
手
中
に
し
よ
う
と
す
る
胤
仙
の
強
い
意
思
に
よ
っ
て
半
ば
強
引
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
経
覚
は
隠

（7）

居
し
た
と
は
い
え
、
わ
ず
か
一
七
歳
の
尋
尊
の
代
官
で
あ
り
、
古
市
移
住
後
も
二
度
に
わ
た
っ
て
興
福
寺
別
当
を
つ
と
め
て
い
る
。
彼
は
興
福
寺
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内
・
大
和
国
内
に
お
い
て
も
、
ま
た
中
央
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
権
威
・
実
力
と
も
に
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
覚
を
半
ば
強
引
に
手
中
に
し
た

こ
と
は
、
胤
仙
に
と
っ
て
当
然
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
大
和
国
内
で
古
市
氏
の
勢
力
が
強
力
に
な
っ
た
の
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
央
権
力

と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

（
二
）
古
市
氏
・
経
覚
と
馬
借
一
揆

本
項
で
は
古
市
氏
・
経
覚
と
馬
借
一
揆
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
案
し
て
み
る
。

ま
ず
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
の
馬
借
一
揆
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
経
覚
の
古
市
移
住
後
ま
も
な
い
、
文
安
四
年
七
月
、
大
和
を
は
じ
め

近
江
・
河
内
・
山
城
等
で
馬
借
一
揆
が
蜂
起
し
た
。
『
経
覚
私
要
妙
』
の
文
安
四
年
七
月
一
〇
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

（
経
覚
）
　
（
胤
仙
）

①
伝
説
云
、
今
度
馬
借
蜂
起
事
、
予
井
古
市
以
下
張
行
不
レ
可
レ
然
、
欲
レ
滅
！
亡
南
都
慈
恵
軟
、
御
造
替
前
悪
行
至
也
ト
テ
、
衆
中
令
痍
起
∴

予
・
胤
仙
如
衆
勘
二
云
々
、
事
実
者
先
代
未
聞
所
行
無
二
比
類
一
者
哉
、
（
下
略
）

経
覚
と
古
市
胤
仙
が
南
都
を
滅
亡
さ
せ
よ
う
と
、
馬
借
を
煽
動
し
て
一
揆
を
起
こ
さ
せ
た
と
し
て
、
衆
中
が
経
覚
と
胤
仙
に
衆
勘
を
加
え
た
と
い

（8）

う
説
が
流
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
経
覚
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
無
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
彼
自
身
の
日
記
で
あ
る
『
経
覚
私
要
紗
』
よ
り
わ
か

る
。
『
経
覚
私
要
妙
』
の
七
月
三
日
条
に
「
徳
政
沙
汰
事
、
江
州
・
河
州
以
下
大
略
如
二
馬
借
所
存
一
成
下
了
、
山
城
国
亦
以
同
前
云
々
、
析
今
夜

（群）

奈
良
ノ
西
南
簡
ヲ
吹
郡
集
云
々
、
以
外
之
次
第
也
、
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
経
覚
は
馬
借
一
揆
に
対
し
「
以
外
之
次
第
」
と
怒
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
同
日
条
の
別
の
項
に
は
、
「
鮎
雛
率
二
族
一
奈
良
へ
上
云
々
、
為
レ
静
二
馬
借
該
、
可
レ
然
、
」
と
記
し
、
宿
敵
で
あ
る
は
ず
の
筒
井
順
永
の
行
っ

た
、
馬
借
鎮
圧
の
た
め
の
出
勢
を
喜
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
覚
が
馬
借
一
揆
の
煽
動
者
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
経
覚
は
と
ん
だ
濡

れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
古
市
胤
仙
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
無
実
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
恩
わ
れ
る
。
古
市
氏
が
馬
借
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
国
人
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（9）

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
永
島
福
太
郎
氏
・
熱
田
公
氏
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鈴
木
良
一
氏
は
、
古
市
氏
が
土
一
揆
（
馬
借
一
揆
）
を

（18）

援
助
・
利
用
し
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ら
諸
先
学
の
指
摘
や
、
前
掲
の
『
経
覚
私
要
妙
』
に
記
さ
れ
た
伝
説
か
ら
も
古
市
胤
仙

が
馬
借
を
組
織
し
、
一
揆
の
蜂
起
を
支
援
し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
文
安
四
年
の
一
揆
で
は
武
士
勢
力
が
一
揆
を

支
援
し
た
事
例
が
あ
る
。
山
城
国
で
は
、
畠
山
持
国
が
一
揆
を
煽
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
持
国
は
細
川
勝
元
と
対
立
し
、
京
都
政
権
内
で

孤
立
し
て
お
り
管
領
を
辞
職
し
て
い
た
。
管
領
を
辞
職
し
政
権
内
で
合
法
的
手
段
の
と
れ
な
か
っ
た
持
国
は
、
勝
元
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
一
揆

へ
〓
1

を
支
援
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

文
安
四
年
段
階
で
胤
仙
も
ま
た
、
持
国
と
同
様
の
立
場
に
い
た
。
大
和
国
の
守
護
代
と
も
い
う
べ
き
官
符
衆
徒
棟
梁
を
宿
敵
筒
井
順
永
に
奪
わ

（12）

れ
、
大
和
国
内
で
合
法
的
手
段
を
と
れ
な
い
立
場
に
い
た
の
で
あ
る
。
馬
借
と
つ
な
が
り
の
深
い
古
市
氏
が
一
揆
を
組
織
・
支
援
し
た
と
し
て
も

不
思
議
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

（13）

大
和
国
人
と
し
て
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
古
市
氏
の
本
拠
地
は
永
島
福
太
郎
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
古
市
で
あ
っ
た
。

古
市
氏
は
新
興
勢
力
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
交
通
や
交
易
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
他
の
有
力
国
人
よ
り
も
敏
感
に
察
知
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
古
市
氏
は
交
通
・
交
易
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
輸
送
業
者
で
あ
り
、
中
小
商
人
で
も
あ
る
馬
借
を
把
担
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
熟
知

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
文
安
年
間
に
は
、
馬
借
一
揆
を
煽
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
ま
で
馬
借
を
把
握
・
組
織
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
馬
借
側
と
し
て
も
、
大
和
の
最
有
力
国
人
・
衆
徒
で
あ
る
古
市
氏
に
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
大
商
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き

（1．－）

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
の
馬
借
一
揆
と
経
覚
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
長
禄
元
年
の
一
揆
の
経
過
を
記
す
。
ま
ず
長

禄
元
年
（
康
正
三
年
）
八
月
頃
に
河
内
国
の
土
民
が
蜂
起
し
、
新
関
六
一
六
を
破
壊
し
た
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
一
〇
月
に
は
京
都
で
土
一
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揆
が
蜂
起
し
て
い
る
。
二
月
に
は
山
城
の
一
揆
が
奈
良
へ
の
侵
入
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
の
〓
月
頃
よ
り
、
土
一
揆
の
た
め
京
都
・
奈
良
間

（15）

の
道
が
塞
が
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
二
月
七
日
、
当
時
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
経
覚
が
南
都
に
下
向
す
る
こ
と
な
っ
た
。
下
向
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
『
経
覚
私
要
妙
』
の

一
二
月
七
日
条
を
記
す
。

（

祐

臼

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

金

力

丸

）

②
（
前
略
）
又
至
二
脇
森
辺
一
門
跡
北
面
五
六
人
・
見
塔
院
三
位
房
自
二
門
跡
l
召
二
賜
之
一
、
其
外
小
泉
代
官
中
ト
申
者
、
騎
三
騎
・
人
二
三
十
人

（際）

召
忽
之
一
、
然
木
津
者
不
レ
通
之
問
、
賀
茂
へ
廻
テ
来
云
々
、
析
路
次
事
色
々
評
定
、
錐
レ
然
依
鳥
倍
分
済
可
二
途
於
違
l
一
之
条
、
云
l
一
外

（
英
辱
）

聞
、
云
l
実
儀
一
、
不
レ
可
レ
然
之
間
、
触
一
木
津
大
弐
房
一
欲
レ
通
処
、
大
弐
房
釆
間
召
具
了
、
卸
殊
事
l
一
令
レ
通
之
条
、
尤
本
意
也
、
木
津
・

中
村
奉
公
所
レ
致
也
、
可
レ
悦
者
也
、
（
下
略
）

経
覚
の
下
向
を
迎
え
に
来
た
者
た
ち
は
馬
借
一
揆
の
た
め
、
木
津
を
通
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
経
覚
は
木
津
氏
と
狛
の
中
村
氏
に
命
じ
て
、
馬
借

に
道
を
開
か
せ
た
こ
と
が
、
こ
の
記
事
よ
り
わ
か
る
。
こ
の
一
件
に
よ
り
、
木
津
氏
・
中
村
氏
と
い
う
南
山
城
の
国
人
・
土
豪
が
馬
借
を
押
さ
え

（16）

て
い
た
こ
と
、
そ
の
木
津
氏
・
中
村
氏
は
経
覚
に
「
奉
公
」
す
る
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
二
月
一
〇
日
条
に
は
、
「
山
城
馬
借
捧
二
目
安
l
一
之
問
通
二
沙
汰
衆
l
一
了
、
去
七
日
下
向
時
、
錐
レ
塞
二
通
路
一
、
愚
老
通
之
問
路
ヲ
開
テ
通
了
、
結

句
送
之
条
神
妙
之
問
、
感
二
其
色
一
及
二
披
露
一
了
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
二
月
一
九
日
条
に
は
、
「
山
城
土
一
揆
申
状
事
、
今
日
仰
l
二
適

殿
中
一
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
経
覚
は
馬
借
が
道
を
通
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
じ
入
り
、
馬
借
の
目
安
・
申
状
を
官
符
衆
徒
沙
汰
衆
に
取
り
次

ぎ
、
つ
い
で
九
条
家
に
も
取
り
次
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
通
常
な
ら
ば
、
い
く
ら
道
を
通
し
た
こ
と
に
感
激
し
た
と
は
い
え
、
貴
種
の
僧
で
あ
る

経
覚
が
土
民
で
あ
る
馬
借
の
目
安
・
申
状
を
官
符
衆
徒
沙
汰
衆
や
九
条
家
に
取
り
次
ぐ
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
山
城
の
馬
借
を
把

（17）

握
し
て
い
る
木
津
氏
・
中
村
氏
と
い
っ
た
国
人
・
土
豪
と
経
覚
と
の
深
い
つ
な
が
り
、
ま
た
国
人
・
土
豪
を
媒
介
と
し
て
の
馬
借
と
の
深
い
つ
な
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が
り
が
想
定
で
き
る
。
加
え
て
経
覚
は
馬
借
と
つ
な
が
り
の
深
い
古
市
氏
の
も
と
で
生
活
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
経
覚
と
馬
借
を
結
び

付
け
る
一
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
な
ぜ
経
覚
が
木
津
氏
等
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
木
津
氏
は
一
乗
院
方
の
坊
人
で
あ
り
、
大
乗
院
門

跡
で
あ
っ
た
経
覚
か
ら
す
れ
ば
他
門
に
属
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
他
門
に
属
す
る
木
津
氏
と
経
覚
を
つ
な
い
で
い
た
の
は
、
木
津
の
御
問
職
で
あ

（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
。
御
間
職
は
年
貢
運
搬
・
馬
借
の
監
督
者
で
あ
り
、
水
陸
交
通
業
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
御
問
職
の
補
任
権
を
掌

捏
し
て
い
た
の
が
大
乗
院
門
跡
で
あ
っ
ね
ご
経
覚
私
要
妙
』
の
長
禄
四
年
（
二
四
六
〇
）
九
月
二
六
日
条
に
、
「
卸
間
間
腿
内
三
分
二
目
恕
針
一

知
行
、
可
レ
仰
付
渡
守
l
之
由
、
仰
甲
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
、
経
覚
自
身
が
御
閑
職
を
知
行
し
て
お
り
、
ま
た
渡
守
＝
御
閏
恥
）
の
補
任
権
を

有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
問
職
の
補
任
権
を
握
る
経
覚
と
木
津
氏
は
、
当
然
深
い
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
木
津
氏
と
深
く
つ
な
が
る
経
覚
を
手
中
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
古
市
氏
も
ま
た
、
木
津
氏
と
よ
り
一
層
深
く
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
た
し
、
馬
借
の
組
織
化
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
古
市
氏
自
身
も
古
く
か
ら
木
津
氏
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い

た
。
古
市
氏
が
筒
井
氏
と
河
上
五
力
関
務
代
官
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
に
は
、
木
津
父
子
が
古
市
方
と
し
て
戦
死
し

（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

て
い
る
。
ま
た
胤
仙
の
子
息
の
澄
胤
が
戦
死
し
た
時
、
木
津
氏
も
ま
た
運
命
を
と
も
に
し
て
い
る
。
経
覚
と
古
市
氏
は
そ
の
両
者
が
結
び
つ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
木
津
氏
・
馬
借
等
を
容
易
に
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
と
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
の
二
度
の
馬
借
一
揆
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
古
市
氏
・
経
覚
の

そ
れ
ぞ
れ
が
、
交
通
の
要
衝
木
津
に
い
る
木
津
氏
及
び
そ
の
配
下
の
馬
借
と
深
い
関
わ
り
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
深
い
関
わ
り
に
よ
り
、
大
和
国
人
と
し
て
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
古
市
氏
の
交
通
・
交
易
政
策
は
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
田
心
わ

れ
る
。
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二
　
古
市
氏
に
よ
る
南
山
城
進
出
と
関
支
配

本
節
で
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
以
降
、
積
極
的
に
南
山
城
へ
進
出
し
て
い
っ
た
古
市
氏
が
、
南
山
城
に
お
い
て
京
都
～
奈
良
間
の
本
関

及
び
新
関
の
支
配
を
行
い
、
そ
れ
を
挺
子
に
中
小
商
人
・
輸
送
業
者
で
あ
る
馬
借
を
、
よ
り
強
力
に
掌
握
し
て
い
っ
た
過
程
を
検
討
し
て
ゆ
き
た

い
。

（
一
）
古
市
氏
の
南
山
城
進
出

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
古
市
氏
は
木
津
氏
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
古
市
氏
は
木
津
の
御
問
職
の
補
任
権
を
握
っ
て
い
る
経
覚
を
手
中
に

し
て
い
た
。
古
市
氏
が
木
津
の
御
問
職
の
補
任
権
を
擦
る
経
覚
を
手
中
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
木
津
渡
を
も
掌
糎
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
一

て
い
る
。
事
実
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
二
月
に
は
、
伊
勢
国
司
北
畠
教
具
が
、
石
清
水
八
幡
宮
寺
に
参
拝
す
る
た
め
の
木
津
舟
の
手
配
を
古
　
鵬

市
胤
仙
に
依
頼
し
て
い
璽
ま
た
木
津
渡
は
関
で
も
あ
っ
た
。
当
然
古
市
氏
は
こ
れ
を
も
ま
た
、
掌
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
－

（25）

古
市
氏
は
胤
仙
の
子
息
胤
栄
の
代
に
な
り
、
応
仁
の
乱
の
こ
ろ
よ
り
積
極
的
に
南
山
城
へ
と
進
出
を
は
じ
め
る
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文

明
二
年
（
一
四
七
〇
）
一
月
九
日
条
に
、
「
昨
日
古
市
勢
依
l
椿
井
之
語
l
一
出
陣
、
相
楽
庄
事
云
々
、
」
と
あ
り
、
胤
栄
の
軍
勢
が
南
山
城
の
西
軍
方

国
人
椿
井
氏
の
要
請
で
出
陣
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
七
月
に
は
西
軍
方
の
大
内
政
弘
が
南
山
城
に
進
出
し
、
山
城
国
の
東
軍
は
合
戦

に
敗
北
し
、
南
山
城
は
悉
く
西
軍
方
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
件
の
後
、
西
軍
方
で
あ
っ
た
胤
栄
は
一
〇
月
に
入
り
、
本
格
的
に
南
山
城
へ
の
進
出
を
開
始
す
る
。
『
雑
事
記
』
　
の
一
〇
月
五
日

（

胤

堂

）

　

　

　

　

　

筑

前

専

不

旋

旧

疲

飢

－

）

条
に
は
、
「
為
下
狛
知
行
古
市
勢
進
発
、
大
将
兵
庫
也
、
山
田
木
津
可
知
行
l
一
之
由
支
度
云
々
、
仇
同
道
者
也
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記

事
よ
り
胤
栄
は
下
狛
を
知
行
す
る
た
め
、
一
族
の
長
田
家
別
を
大
将
と
し
て
軍
勢
を
出
陣
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
、
古
市
軍
と
同



（26）

通
し
て
出
陣
し
た
山
田
氏
は
、
胤
栄
結
婚
の
時
花
嫁
の
請
取
に
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
胤
栄
よ
り
山
内
の
進
退
を
任
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

『
経
覚
私
要
妙
』
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
一
月
二
五
日
条
に
、
「
昨
日
自
二
下
狛
土
屋
斉
次
郎
一
古
市
へ
申
達
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
土

屋
氏
は
古
市
氏
の
被
官
で
あ
る
。
彼
は
下
狛
に
駐
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
雑
事
記
』
の
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
五
月
二
六
日
条
に
、

「
北
山
ハ
古
市
之
代
官
下
狛
大
北
之
城
衆
也
、
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
明
二
年
こ
ろ
よ
り
南
山
城
の
下
狛
に
進
出
し
た
古
市
氏
は
、
下
狛
を
南
山

城
支
配
の
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
古
市
氏
の
南
山
城
本
関
支
配

下
狛
を
南
山
城
支
配
の
拠
点
と
し
た
古
市
氏
は
、
下
狛
の
関
を
も
支
配
し
て
い
た
。
『
雑
事
記
』
文
明
四
年
五
月
一
二
日
条
に
、
「
八
幡
御
寮
今

（
胤
栄
）

日
被
レ
帰
、
馬
自
二
乗
院
殿
一
被
レ
進
レ
之
、
千
松
丸
御
送
二
進
レ
之
了
、
狛
過
書
卯
村
古
市
l
一
、
則
進
レ
之
了
、
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
尋
尊
は
姉

八
幡
菩
提
院
の
狛
通
過
の
た
め
の
過
所
発
給
を
古
市
胤
栄
に
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
み
た
い
。

（27）

黒
川
直
別
氏
は
、
古
市
氏
が
南
山
城
の
新
関
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
古
市
氏
等
の
大
和
国
人
に
よ
る
南
山
城
の
本
関
支
配
に
言
及
さ
れ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
古
市
氏
に
よ

る
南
山
城
の
本
関
支
配
に
も
注
目
し
た
い
。
脇
田
晴
子
氏
は
、
京
都
か
ら
奈
良
へ
の
通
路
の
関
所
の
う
ち
、
宇
治
橋
・
宇
治
関
・
狛
南
関
・
木
津

（払）

渡
・
高
座
関
は
本
関
だ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
私
も
こ
の
説
は
首
肯
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
、

興
福
寺
の
貴
種
の
僧
の
関
に
対
す
る
意
識
を
み
る
こ
と
に
よ
り
検
討
し
て
み
る
。

大
乗
院
門
跡
政
覚
の
日
記
『
政
覚
大
僧
正
記
』
に
は
関
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
あ
げ
て
み
た
い
。

（
高
忠
）

文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
五
月
五
日
条
に
、
「
此
一
両
日
京
都
七
ロ
ニ
新
関
ヲ
所
司
代
多
賀
豊
後
守
立
云
々
、
以
外
事
也
、
」
と
あ
り
、
多
賀
高

（銅）

忠
が
京
都
七
口
に
新
関
を
立
て
た
こ
と
を
政
覚
は
「
以
外
事
也
」
と
憤
慨
し
て
お
り
、
新
関
を
立
て
る
こ
と
に
は
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
る
。
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文
明
一
六
年
（
一
四
八
四
）
六
月
一
一
日
条
に
は
、
「
三
俣
戸
料
紙
兼
l
到
来
－
．
之
間
、
延
福
寺
方
返
事
為
l
一
催
促
一
田
舎
御
童
子
上
レ
之
、
根
物
三

十
文
、
上
下
関
四
十
文
下
二
行
之
一
、
」
と
あ
り
、
三
俣
戸
料
紙
が
到
来
し
な
い
こ
と
の
返
事
を
催
促
す
る
た
め
に
御
童
子
を
派
遣
し
た
時
に
政
覚

は
、
根
物
三
〇
文
と
と
も
に
、
上
下
関
料
と
し
て
四
〇
文
を
御
童
子
に
下
行
し
て
い
る
。

長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
四
月
二
五
日
条
に
は
、
政
覚
が
吉
野
に
参
詣
し
た
お
り
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「
諸
関
一
銭
モ
不
レ
出
レ
之
、

（
教
玄
）

一
乗
院
殿
ヨ
リ
御
奉
書
在
レ
之
、
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
政
覚
は
吉
野
参
詣
路
に
あ
る
一
乗
院
支
配
の
関
を
、
一
乗
院
門
跡
教
玄
の
発
給
し

た
奉
書
、
す
な
わ
ち
過
所
を
も
っ
て
通
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

政
覚
の
関
に
対
す
る
意
識
と
し
て
は
、
新
関
に
対
し
て
は
拒
否
反
応
を
し
め
し
て
い
る
。
し
か
し
文
明
一
六
年
の
例
で
は
、
御
童
子
に
関
料
を

支
給
し
て
お
り
、
ま
た
長
享
二
年
の
例
で
は
、
一
乗
院
門
跡
発
給
の
過
所
を
も
っ
て
関
を
通
行
し
て
い
る
。
こ
の
二
件
の
例
で
は
、
故
覚
は
関
に

対
す
る
拒
否
反
応
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
二
件
の
例
で
政
覚
が
関
に
対
し
て
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
関
が
本
関
で
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

政
覚
は
脇
田
晴
子
氏
が
本
関
と
推
測
さ
れ
た
木
津
渡
と
宇
治
橋
に
関
し
て
も
記
述
し
て
い
る
。
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
一
月
二
四
日
条
に

政
覚
上
洛
の
記
事
が
あ
り
、
「
木
津
下
渡
如
二
嘉
例
l
一
十
疋
被
レ
遣
レ
之
、
宇
治
橋
七
升
墟
重
荷
如
レ
例
被
レ
通
レ
之
、
則
上
下
向
悉
無
為
通
了
、
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
政
覚
は
木
津
渡
で
一
〇
疋
、
宇
治
橋
で
七
升
埴
重
荷
を
出
し
て
通
行
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
関
料
を
支
払
う
こ

と
を
「
嘉
例
」
と
し
、
つ
つ
が
な
く
通
行
し
た
こ
と
を
「
則
上
下
向
悉
無
為
通
了
、
」
と
喜
ん
で
お
り
、
関
料
を
支
払
う
こ
と
に
は
抵
抗
は
示
し

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
脇
田
晴
子
氏
の
推
測
ど
お
り
、
木
津
渡
と
宇
治
橋
が
本
関
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
興
福
寺
の
貴
種
の
僧
は
、
新
関
に
対
し
て
は
拒
否
反
応
を
示
す
が
、
本
関
に
対
し
て
は
関
料
を
支
払
う
か
、
あ
る
い
は
過
所
を
も
っ

て
通
行
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
五
月
に
尋
尊
が
、
姉
八
幡
菩
提
院
の
た
め
に
古
市
胤
栄
に
過
所
の
発
給
を
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依
頼
し
た
泊
の
関
も
本
関
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
と
考
え
る
。
つ
ま
り
古
市
氏
は
文
明
四
年
五
月
段
階
で
狛
の
本
関
を
支
配
し
て
い
た
と
い

え
る
。古

市
氏
は
な
ぜ
、
本
関
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
木
津
渡
の
場
合
は
御
問
職
の
補
任
権
を
起
る
経
覚
を
手
中
に
し
て
い
た
こ
と
が
最

大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
狛
の
場
合
は
ど
う
し
て
な
の
か
。
前
述
の
と
お
り
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
以
来
、
古
市
氏
が
下
狛
を
南
山

城
進
出
の
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
こ
で
は
、
守
護
権
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
み
た
い
。
永

（班）

原
慶
二
氏
は
道
路
は
公
共
性
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
守
護
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（31）

文
明
四
年
段
階
で
山
城
国
の
守
護
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
西
軍
方
の
最
有
力
武
将
で
あ
る
畠
山
義
就
が
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
　
二
月
に
、

（32）

山
城
国
守
護
と
主
張
し
て
お
り
、
奉
書
ま
で
発
給
し
て
い
る
。
ま
た
文
明
二
年
に
は
、
同
じ
く
西
軍
方
の
最
有
力
武
将
の
大
内
政
弘
の
軍
勢
が
南

山
城
に
進
出
し
て
き
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
南
山
城
で
は
西
軍
方
の
勢
力
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
私
は
西
軍
方
で
あ
っ
た
古
市
胤
栄
が
、

守
護
を
主
張
す
る
義
就
や
大
内
政
弘
の
勢
力
を
背
景
に
し
て
、
山
城
国
の
守
護
代
的
地
位
に
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
下
狛
を

南
山
城
の
支
配
拠
点
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
後
、
古
市
氏
は
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
九
月
、
山
城
国
一
揆
崩
壊
後
に
正
式
に
守
護

（

㍊

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

3

4

）

代
に
補
任
さ
れ
る
。
私
は
明
応
二
年
の
守
護
代
補
任
は
、
文
明
年
間
の
事
実
上
の
守
護
代
と
し
て
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

尋
尊
も
ま
た
、
古
市
胤
栄
を
事
実
上
の
守
護
代
と
認
め
、
道
路
の
管
理
者
と
し
て
認
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
泊
の
関
の
過
所
の
発
給
を
依
頼
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
退
所
発
給
の
持
つ
政
治
的
意
味
は
大
き
く
、
免
税
の
特
権
付
与
を
古
市
氏
は
自
ら
の
主
人
で
あ
る
大
乗
院
門
跡
に
対
し
て
行
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。（

三
）
古
市
氏
の
南
山
城
新
関
支
配

黒
川
直
別
氏
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
古
市
氏
は
南
山
城
の
新
関
も
支
配
し
て
い
た
。
本
項
で
は
古
市
氏
の
新
関
支
配
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
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る
。
『
雑
事
記
』
文
明
一
六
年
三
月
一
六
日
条
に
、
崩
針
目
京
上
、
和
郎
僧
正
御
房
同
道
、
山
城
辺
近
来
新
関
共
在
レ
之
、
古
市
井
堤
方
二
伸
二
付

（
愈
胤
）
　
（
栄
■
）

之
一
軍
、
析
無
為
、
」
と
あ
り
、
尋
尊
と
政
覚
が
上
洛
し
た
時
、
山
城
に
新
関
が
あ
っ
た
が
、
古
市
澄
胤
と
大
和
国
人
の
堤
栄
綱
に
関
の
通
行
を
依

頼
し
て
、
そ
の
お
か
げ
で
無
事
、
関
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
『
雑
事
記
』
の
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
一
二
月
後
付
に
古
市
氏
支
配
の
新
関
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
慈
専
）

③
正
月
十
八
日
若
君
入
室
十
歳
紺
門
弁
御
共
申
、
難
波
修
理
亮
常
弘
参
申
、
自
二
家
門
垂
未
津
一
内
々
如
元
例
彿
板
輿
、
歩
行
儀
也
、
山

城
近
日
新
関
共
在
レ
之
、
五
カ
所
云
々
、
仰
二
付
井
上
近
江
守
l
関
々
無
一
相
違
一
、
昨
日
十
七
日
竹
内
尭
善
・
城
土
寛
明
・
御
輿
昇
以
下
済
々

罷
上
、
毎
事
上
下
向
無
為
、
珍
重
々
々
、

こ
の
記
事
は
、
明
応
四
年
一
月
十
八
日
に
一
条
冬
良
の
子
息
慈
尊
が
大
乗
院
に
入
室
す
る
た
め
、
京
都
よ
り
奈
良
へ
下
向
し
て
き
た
時
の
記
事
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
山
城
に
新
関
が
五
カ
所
あ
る
た
め
、
古
市
氏
の
一
族
で
あ
る
井
上
近
江
守
に
依
頼
し
て
、
関
を
無
事
通
行
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
来
尋
専
ら
興
福
寺
の
貴
種
の
僧
は
新
関
に
対
し
て
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
文
明
一
六
年
の
一
件
も
、
明
応

四
年
の
一
件
も
尋
尊
は
古
市
氏
の
新
関
に
対
し
、
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
古
市
氏
が
関
を
無
料
で
通
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
市
氏
は
本
来
で
あ
れ
ば
興
福
寺
衆
徒
・
大
乗
院
家
坊
人
と
し
て
、
尋
尊
に
奉
仕
す
る
身
で
あ

る
。
井
上
近
江
守
に
い
た
っ
て
は
、
古
市
氏
の
一
族
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
な
ぜ
尋
尊
が
、
興
福
寺
の
支
配
圏
外
の
南
山
城
の
こ
と
と
は
い
え
、
自

ら
の
臣
下
で
あ
る
古
市
氏
に
、
新
関
の
通
行
に
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
依
頼
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（35）

脇
田
晴
子
氏
は
、
幕
府
や
朝
廷
の
立
て
た
新
関
は
本
関
な
み
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
古
市
氏
は
文
明
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二
年
（
一
四
七
〇
）
以
来
、
積
極
的
に
南
山
城
に
進
出
し
て
い
た
。
畠
山
義
就
や
大
内
政
弘
の
力
を
背
景
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、
事
実
上
の
守
護

代
と
も
い
う
べ
き
地
位
に
い
た
。
そ
し
て
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
は
、
正
式
に
守
護
代
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
道
路
の
管

理
は
守
護
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
古
市
氏
の
設
置
し
た
新
関
は
、
公
権
力
に
よ
っ
て
設

置
さ
れ
た
関
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
さ
れ
、
本
間
な
み
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
尋
尊
は
、
本
来
は
自

ら
の
臣
下
で
あ
る
古
市
氏
に
新
関
の
通
行
に
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
対
し
て
違
和
感
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
関
と
馬
借

古
市
氏
が
南
山
城
支
配
の
拠
点
と
し
て
、
関
も
設
置
し
て
い
た
下
狛
と
木
津
は
、
と
も
に
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
ま
た
馬
借
の
集
住
地
で
も
あ
っ

毎
交
通
，
交
易
に
明
る
い
古
市
氏
が
支
配
の
拠
点
と
す
る
に
は
、
実
に
適
切
な
地
で
あ
っ
た
。
古
市
氏
は
山
城
国
二
撰
が
い
ま
だ
健
在
で
あ
っ

（37）

た
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
一
〇
月
に
、
木
津
と
下
狛
の
馬
借
を
組
織
・
煽
動
し
一
揆
を
蜂
起
さ
せ
て
い
る
。
馬
借
を
組
織
・
煽
動
し
て
一
揆
を

蜂
起
さ
せ
る
の
は
、
前
節
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
以
来
の
古
市
氏
の
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。

古
市
氏
は
な
ぜ
、
馬
借
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ
は
古
市
氏
が
南
山
城
の
関
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
に
理
由
の
一
端
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
永
原
慶
二
氏
は
、
山
城
国
一
揆
の
新
関
撤
廃
条
項
を
、
関
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
民
衆
、
特
に
輸
送
業
者
で

（誠）

あ
っ
た
馬
借
の
要
求
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
脇
田
晴
子
氏
も
ま
た
、
新
関
撤
廃
条
項
を
自
由
通
商
な
い
し
自
由
通
行
の
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の

（淵）

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
私
も
こ
の
説
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
馬
借
は
新
関
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば

馬
借
は
、
関
を
立
て
て
い
る
者
に
は
頭
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
、
馬
借
は
関
を
通
行
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
関
料
免
除
の
特
権
を
得
る
た
め
に
、
関
を
支
配
し
て
い
る
古
市
氏
の
支
配
下
に
入
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
中
小
商
人
で
も
あ
っ
た
馬
借
は
大
商
人
に
対
抗
す
る
た
め
に
も
、
古
市
氏
の
支
配
下
に
入
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
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い
る
。

（10）

脇
田
晴
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
商
人
が
権
力
に
寄
生
し
て
特
権
を
獲
得
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
古
市
氏
は
関

支
配
を
通
じ
て
、
馬
借
の
組
織
化
を
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
交
通
の
要
衝
で
あ
る
古
市
出
身
の
古
市
氏
は
、
交
通
路
・
輸
送
業
者
を

掌
握
す
る
こ
と
が
、
商
業
資
本
を
も
掌
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
敏
感
に
悟
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
以
降
、
南
山
城
に
積
極
的
に
進
出
し
た
古
市
氏
が
、
事
実
上
の
守
護
公
権
を
背
景
に
し
て
、
南
山
城
の

本
関
・
新
関
を
掌
握
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
馬
借
を
支
配
下
に
入
れ
、
組
織
化
を
行
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
。

お
わ
日
ソ
　
に

大
和
国
の
最
有
力
国
人
・
衆
徒
で
あ
っ
た
古
市
氏
は
、
衆
徒
と
し
て
は
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
と
田
心
わ
れ
る
。
古
市
氏
は
新
興
勢
力
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
強
力
な
家
臣
団
編
成
を
行
い
、
戦
国
大
名
化
へ
の
道
を
進
ん
だ
。
そ
の
古
市
民
権
力
を
経
済
的
に
支
え
て
い
た
の
は
、
古
市
氏
の
商
業

政
策
で
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
古
市
氏
の
商
業
政
策
の
う
ち
、
運
輸
業
者
・
中
小
商
人
で
あ
る
馬
借
の
支
配
と
南
山
城
に
お
け
る
関
支
配
に
注
目
し
て
み
た
。

古
市
氏
は
文
安
年
間
よ
り
馬
借
を
組
織
し
、
一
揆
の
蜂
起
を
煽
動
し
て
い
た
。
古
市
氏
が
馬
借
の
組
織
化
を
行
い
え
た
の
は
、
古
市
氏
自
身
が

交
通
の
要
衝
古
市
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
。
同
じ
く
交
通
の
要
衝
で
あ
る
木
津
の
御
問
職
の
補
任
権
を
掌
握
し
て
い
る
前
大
乗
院
門
跡
の
経
覚
を

手
中
に
し
た
こ
と
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
か
ら
深
い
関
わ
り
の
あ
っ
た
木
津
氏
及
び
そ
の
配
下
の
馬
借
を
、
よ
り
深
く
掌
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
古
市
氏
の
交
通
こ
父
易
政
策
は
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



文
明
年
間
に
入
り
、
古
市
氏
は
積
極
的
に
南
山
城
に
進
出
し
て
ゆ
く
。
そ
の
結
果
古
市
氏
は
、
事
実
上
の
守
護
公
権
を
背
景
に
し
て
、
南
山
城

の
関
支
配
を
進
め
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
南
山
城
の
交
通
路
を
掌
握
し
た
古
市
氏
は
、
そ
れ
を
様
子
に
馬
借
・
商
人
を
自
ら
の
支
配
下
に
お

き
、
商
業
資
本
を
も
よ
り
深
く
掌
握
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
商
業
政
策
で
得
た
経
済
力
を
背
景
に
古
市
氏
は
、
戦
国
大
名
化
へ
の
道
を
強
力
に
推
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

［
注
］（

1
）
大
和
国
人
は
、
衆
徒
と
国
民
に
わ
け
ら
れ
る
。
衆
徒
・
国
民
と
は
在
地
領
主
ら
を
興
福
寺
が
被
官
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
興
福
寺
は
旧
縁
（
譜
代
）
の
あ

る
者
を
衆
徒
と
し
、
興
福
寺
僧
と
し
た
。
新
付
（
外
様
）
の
者
を
国
民
と
し
、
春
日
社
の
末
社
の
神
主
と
し
た
。
な
お
衆
徒
の
中
の
有
力
者
二
〇
名
を
官
符

衆
徒
と
い
い
、
そ
の
最
上
首
を
官
符
衆
徒
棟
梁
と
い
う
。
守
護
不
設
置
の
大
和
で
は
官
符
衆
徒
棟
梁
と
は
他
国
で
い
え
ば
、
守
護
代
に
相
当
す
る
地
位
で
あ

る
。

（
2
）
　
「
六
覚
」
の
成
立
に
つ
い
て
安
田
次
郎
氏
は
、
「
祭
礼
を
め
ぐ
る
負
担
と
噌
与
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
五
二
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、
一
三
世
紀
前

半
と
さ
れ
て
い
る
。
「
六
覚
」
に
所
属
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
古
市
氏
の
登
場
が
、
他
の
有
力
国
人
に
比
し
て
遅
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
古
市
氏
の
家
臣
団
編
成
と
戦
国
大
名
化
へ
の
指
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
後
期
畿
内
国
人
層
の
動
向
と
家
臣
団
編
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
〇
六

一
九
九
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
古
市
氏
家
臣
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
後
期
の
若
覚
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
高
野
山
史
研
究
』
六

一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
永
島
福
太
郎
氏
「
古
市
澄
胤
」
（
高
柳
光
寿
博
士
頒
寿
記
念
全
編
『
戦
乱
と
人
物
』
　
l
九
六
八
年
）
、
鈴
木
良
一
氏
「
山
城
国
一
揆
ノ
ー
ト
」
（
『
日
本
歴
史
』
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二
九
六
一
九
七
三
年
）
、
熱
田
公
氏
「
古
市
澄
胤
の
登
場
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
全
編
『
中
世
日
本
の
歴
史
像
』
一
九
七
八
年
）
、
黒
川
直
別
氏

「
地
域
史
と
し
て
の
『
山
城
国
一
揆
』
」
（
日
本
史
研
究
会
・
歴
史
学
研
究
会
編
『
山
城
国
一
揆
』
一
九
八
六
年
）
等
の
論
考
に
お
い
て
、
古
市
氏
と
馬
借
、

あ
る
い
は
閑
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
以
上
、
経
覚
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
氏
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
に
つ
い
て
」
（
日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
編
『
中
世
社
会
の
基
本
構
造
』
一
九

五
八
年
）
、
参
脾
。

（
6
）
経
覚
の
古
市
移
住
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
3
）
拙
稿
「
中
世
後
期
畿
内
国
人
層
の
動
向
と
家
臣
団
編
成
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
『
大
乗
院
日
記
目
録
』
嘉
吾
元
年
一
一
月
一
五
日
条
。
以
下
『
日
記
目
録
』
と
略
す
。

（
8
）
　
こ
の
衆
勘
は
事
実
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
が
古
市
氏
・
経
覚
の
宿
敵
で
あ
っ
た
筒
井
順
永
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
『
経
覚
私
要
抄
』
宝
徳
二
年
八
月
八

日
条
よ
り
わ
か
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期
、
筒
井
順
永
は
、
衆
中
（
官
符
衆
徒
）
の
棟
梁
で
あ
っ
た
。

（
9
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
、
熱
田
公
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
の
登
場
」
等
。
な
お
熱
田
氏
は
、
古
市
氏
は
　
「
組
織
と
し
て

馬
借
を
掌
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
披
宮
人
を
有
し
て
い
た
程
度
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
後
述
す
る
古
市
氏
の
関
支
配
な
ど
と
も
関
連
し
て
、

古
市
氏
は
馬
借
を
組
織
的
に
掌
握
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
1
0
）
鈴
木
良
一
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
山
城
国
一
揆
ノ
ー
ト
」
。
な
お
鈴
木
氏
は
、
応
仁
の
乱
後
、
土
一
揆
は
国
人
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。
文

安
の
馬
借
一
揆
が
古
市
氏
に
組
織
・
煽
動
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
1
1
）
以
上
、
文
安
の
一
揆
に
つ
い
て
は
、
今
谷
明
氏
「
文
安
土
一
揆
の
背
景
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
四
七
一
九
七
四
年
）
、
参
照
。

（
1
2
）
経
覚
を
通
じ
て
、
懇
意
で
あ
っ
た
持
国
と
胤
仙
が
共
通
の
敵
で
あ
る
細
川
勝
元
・
筒
井
順
永
に
対
抗
す
る
た
め
、
連
携
し
て
行
動
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
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（
1
3
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
。

（
1
4
）
特
権
的
座
商
人
が
商
業
の
独
占
権
を
持
ち
、
そ
の
他
の
商
人
を
排
除
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
馬
借
一
揆
は
問
屋
に
対
す
る
申
小
商
人
で
あ
る
馬
借
の
反
抗

で
あ
っ
た
こ
と
等
を
、
脇
田
晴
子
氏
は
、
同
氏
著
の
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
（
一
九
六
九
年
）
に
お
い
て
、
度
々
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る

な
ら
ば
、
馬
借
が
古
市
氏
に
結
び
つ
く
と
い
う
こ
と
は
、
馬
借
が
古
市
民
権
力
を
背
景
に
し
て
、
大
商
人
に
対
抗
す
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
1
5
）
以
上
、
長
禄
の
一
揆
に
つ
い
て
は
、
中
村
吉
治
氏
『
土
一
揆
研
究
』
（
一
九
七
四
年
）
、
参
照
。

（
1
6
）
黒
川
直
別
氏
も
、
前
掲
注
（
1
）
「
地
域
史
と
し
て
の
『
山
城
国
一
揆
』
」
に
お
い
て
、
木
津
氏
と
馬
借
の
関
係
の
深
さ
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。
私
は
経

覚
と
木
津
氏
と
の
関
係
の
深
さ
に
も
注
目
し
た
い
。

（
1
7
）
木
津
氏
に
し
て
も
中
村
氏
に
し
て
も
、
『
経
覚
私
要
妙
』
に
度
々
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
以
前
か
ら
経
覚
と
懇
意
に
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

（
1
8
）
豊
田
武
氏
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
（
一
九
五
二
年
）
。

（
1
9
）
宇
佐
見
隆
之
氏
「
木
守
と
問
」
（
勝
俣
鏡
夫
氏
編
『
中
世
人
の
生
活
世
界
』
一
九
九
六
年
）
。

（
2
0
）
豊
田
武
氏
、
前
掲
注
（
1
8
）
『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
。

（
2
1
）
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
三
年
六
月
九
日
条
に
「
木
津
波
子
御
開
戦
事
」
と
あ
り
、
渡
守
と
卸
間
職
が
イ
コ
ー
ル
で
結
べ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
こ
の
御
問
職
に
は
、
度
々
木
津
氏
が
補
任
さ
れ
て
い
た
。

（
2
2
）
　
『
日
記
目
録
』
嘉
吉
二
年
一
一
月
一
一
日
条
。

（
2
3
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
。
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（
2
4
）
　
『
経
覚
私
要
妙
』
享
徳
二
年
二
月
二
四
日
条
。

（
2
5
）
以
下
、
『
雑
事
記
』
と
略
す
。

（
2
6
）
　
『
経
覚
私
要
妙
』
康
正
三
年
七
月
二
〇
日
条
。
『
雑
事
記
』
文
明
三
年
閏
八
月
五
日
条
。

（
2
7
）
黒
川
直
別
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
地
域
史
と
し
て
の
『
山
城
国
一
揆
』
」
。

（
2
8
）
脇
田
晴
子
氏
「
山
城
国
一
揆
と
自
由
通
行
」
　
（
日
本
史
研
究
会
・
歴
史
学
研
究
会
編
『
山
城
国
一
揆
』
一
九
八
六
年
）
。
但
し
、
脇
田
氏
は
こ
れ
ら
の
関

の
支
配
者
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
9
）
奈
良
の
貴
種
の
僧
は
、
自
ら
が
本
関
の
知
行
者
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
収
益
を
お
ぴ
や
か
す
新
開
に
対
し
て
、
拒
否
反
応
を
示
す
の
は
当
然
と
い
え
る
。
ま

た
室
町
幕
府
も
新
開
は
撤
廃
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
た
。

（
3
0
）
永
原
慶
二
氏
「
日
本
史
に
お
け
る
地
域
の
自
律
と
連
帯
」
（
日
本
史
研
究
会
・
歴
史
学
研
究
会
編
『
山
城
国
一
揆
』
一
九
八
六
年
）
。

（
3
1
）
吉
川
弘
文
館
刊
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
室
町
幕
府
守
護
一
覧
」
に
よ
る
と
、
山
城
国
守
護
は
応
仁
二
年
七
月
よ
り
文
明
六
年
七
月
ま
で
不
明
の
よ
う
で
あ

る
。

（
3
2
）
　
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
六
月
一
三
日
条
に
、
義
就
が
山
城
国
守
護
と
し
て
半
済
を
要
求
し
て
い
る
奉
書
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
3
3
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
、
熱
田
公
民
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
の
登
場
」
等
。

（
3
4
）
熱
田
公
氏
は
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
の
登
場
」
に
お
い
て
、
古
市
氏
の
守
護
代
就
任
を
、
「
山
城
二
郡
守
護
代
は
、
戦
い
と
っ
た
地
位
で
は
な
く
、
中

央
政
界
の
抗
争
の
中
か
ら
い
わ
ば
こ
ろ
が
り
こ
ん
だ
地
位
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
古
市
氏
の
守
護
代
就
任
を
文
明
二
年
以
来
の
古
市
氏
の
南
山
城
で

の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。

（
3
5
）
脇
田
晴
子
氏
、
前
掲
注
（
2
8
）
「
山
城
国
一
揆
と
自
由
通
行
」
。
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（
3
6
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
。

（
3
7
）
永
島
福
太
郎
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
古
市
澄
胤
」
、
鈴
木
良
一
氏
、
前
掲
注
（
4
）
「
山
城
国
一
揆
ノ
ー
ト
」
等
。

（
3
8
）
永
原
慶
二
氏
、
前
掲
注
（
3
0
）
「
日
本
史
に
お
け
る
地
域
の
自
律
と
連
帯
」
。

（
3
9
）
脇
田
晴
子
氏
、
前
掲
注
（
2
8
）
「
山
城
国
一
揆
と
自
由
通
行
」
。

（
4
0
）
脇
田
晴
子
氏
、
前
掲
注
（
1
4
）
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
（
一
九
六
九
年
）
。

［
付
記
］

大
学
院
在
学
中
は
も
と
よ
り
、
修
了
後
も
か
わ
ら
ず
ご
指
導
・
ご
教
示
を
く
だ
さ
る
泉
谷
康
夫
先
生
に
は
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
泉
佐
野
市
史
編
さ
ん
室
）
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